
資料2-１
自然共生サイト（仮称）認定の試行（後期）と

試行を踏まえた対応について

2023年１月13日
環境省 自然環境局 自然環境計画課





協力サイト：33サイト（概要は資料2-2のとおり）

実施スケジュール：

試行後期の実施状況

日程 実施内容

2022年９月 協力サイト決定

2022年９月～10月 申請書（試行版）の作成～提出

2022年10月～11月 事務局予備審査(試行版)の実施

2022年11月 有識者審査委員書面審査(試行版)の実施

2022年11月末～12月始め 有識者審査委員会(試行版)の開催

2023年１月 審査結果(試行版)の通達

以下のプロセスを試行
①申請書作成
②事務局予備審査
③有識者審査委員会による審査（事前の書面審査を追加）
④審査結果の通達



試行後期審査委員会の結果

■試行後期審査委員会における審査結果（全33サイト）

審査の結果、
基本的に 「試行結果として認定相当」との判断。

なお、生物多様性情報や管理計画、モニタリング計画に
改善の余地あり等、指摘があった部分については、
正式申請に向けて、今後、対応がなされることを期待。









「認定基準（案）」について

試行後期を踏まえた対応（詳細は資料2-3）

「認定基準（案）」及び「基準の詳細（案）」について

表現の適正化以外、修正なし。一方で、申請マニュアル
等にて、基準の解説を充実させることが重要。

「添付資料（案）」について

手続きの簡素化・審査の効率化等のため、「区域の確認
資料」や「統治責任者及び管理責任者の確認資料」等に
ついて修正。

資料2-3 認定基準（案）を、来年度からの正式運用において
用いていくこととしたい。



「正式運用」について

＜正式運用スケジュール（予定）＞

令和５年４月から開始。

令和５年度は前期（４月～）、後期（８･９月頃～）の
２回実施。

認定プロセスは 試行後期で実施したプロセスを基本とする。
（スライド12～参照）

認定後は、５年を目途に状況の確認（点検）を想定。

認定者は、30by30アライアンスメンバーにもなって
いただくことを想定。

＜名称＞

「自然共生サイト」

当面は国直轄で運用しながら、課題点を洗い出し、
より効率的・効果的な仕組みになるよう改善を図っていく予定。



「正式運用」について

＜正式運用における試行サイトの扱い＞

４月以降に正式申請の意向を確認の上、意向があれば、
その旨を審査委員会に報告し、正式な判断をいただく予定。

なお、試行実施以降に、指摘への対応など改善を図った場合は、
その内容も併せて審査委員会に報告し、管理や質の更なる向上が
図られることを期待。

＜試行から見えてきた申請にあたっての重要なポイント＞

① 申請区域が確定しているか。

② 申請することについて、土地所有者・管理責任者の同意が
得られているか。

③ 申請区域の情報（生物多様性の価値）を説明する資料は
揃っているか。

④ 申請区域の管理計画やモニタリング計画は定まっているか。



【サイト毎の必須項目】
１．サイトの名称（英語および日本語）
２．サイトの所在地
（GISデータをもとにしたサイトの境界データ（ポリゴンデータ）を表示。
境界データが入手できない場合はサイトのポイントデータ）

３．面積
４．認定年

【任意項目】
５．ガバナンス形態（国・自治体・民間企業・NPOといった属性を登録）
６．土地所有形態（国・自治体・民間企業・NPOといった属性を登録）
７．管理責任者の名称
８．管理計画のURL
９．補足情報
10．管理目的（一次的保全、二次的保全、付随的保全 から選択）

「WD-OECMに登録する情報」について










